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れ，Dは交代鉱床の潜在を畷示するものと考えられる。

2．　白銀沢区域　との区域の測定結果嫉，いずれも

地形，石英粗面岩岩豚および鉱化幣と｝致し，この低電

位曲線内に鉱脈型の鉱床が潜在する可能性があ為が，大

きな期待は持てない。

　　　　　19。 結論および意見一

11結　　論
　A　この地区において潜在の可能性の多い鉱床の一

つのタイプは，鉱脈のものであるが，経済的価値のある

ものを望み難い。何故ならぼ，調査した露頭はいずれも

網状脈の範囲を出ず，とれが地下において鉱脹にまとま「

るとしてもその連続性が期待できない。そればこの附近

を構成する第三紀暦が大石田油田の下部暦のギ部に対比

されること，これら網欺脈が母岩に与える鉱化作用が激

しぐ無いこと，および從察こめ附近で鉱脈型p大きな鉢

床が発見されなカ・つたこ1と等にタるo

　B！他の一つのタイプは，交代鉱床であるが，その

規膜は与内畑鉱床に比し，遙かに小さいものと考えられ

る。その理由は，この鉱床は第三紀暦中の泥衣岩を交代

して成生した黒ものタィプの鉱床で，、いまのところ石膏

および黄鉄鉱が主となる交代鉢床≧思われうpしかしこ

の地区では，泥友岩の分布が少㌃く，しかも長さ20m，

幅20m，厚さ5m以下の小さなレンズであるζとが推定　臼

され，この一部を交代した鉱床もまた，大きなものを望

めないと二とに＝よるo

　σ電探で表わされた低電位曲線は，地形と石英粗

面岩に沼5茸鉄鉱鉱染幣とに一致し，鉱脈状鉱床の潜在

可能性を暗示する。

　また交代鉱床探査にはむしろちよつとした電位の変化

地区が重凄才旨針となる。

2．意　　見
　1．　この区域では大なる交代鉱床の賦存する可能性

が少ない故，ボーリングの結果が，そづであった場合に

は，深追せず探鉱を中止した方が良いσ－

　2、既定のボーリングをなす場合，鉱腋斌のものは

その傾斜が急で例え鉱脈が潜在する≧しても，これに約

中させ為すとは極わめて困難で，かつ非能率的であるQ’

・從つて鉱脈欺鉱床にはボーリゾグを行わず，露頭附近よ

り小規模な探鉱坑道の掘進，または旧坑の取り明け等を

行づべきである。　　　　　　　　　　　　　　　　／

　3，ボーリングは，交代鉱床の潜在可能性の大きな

とごろそある，地質図中に図示した範囲中の任意な点に

行づがよい。その深度は50m内外で止めるべきである。

　　　　　　　　　　（昭和26年7月調査）
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　　　　　　　　by
　　　Shoichi　Kunori＆Kihei　Shibato

　We　carried6ut　an　electrまc＆1prospecting

f・rth信Nishi◎zuma＄ulphurmine・Ya卑agata

Prefecture，in　summers1949εmd1950．

　First／we　applled　the　spontaneou＄，pora－

1ization　and　resistivity　methods　in　order　to

obtain　an、indication　at　t1｝e　known　o士e

deposits．

　Second，wβapPlied　it「in　order　to　explore

unknown　ore　depositsr　at　the　other　three

・曇業物理探鉱部　縣物理探鋳部

areas。　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　『ピ

　In　this　conclusion，negative　potential　zones

而di㎝tedhighresistivit弘㎞dit叩skn・即

by　the　test　bo士ings．．and　　the　electrica1　，

　　　　　　　　　　もexploration　at　the　adit　level　of　the、kpown

ore　dePosits　that　these　anotnalies　were　the

indication　of　the　so－called　“silicified　zone”　．

or　the　uncertain　andesite　of　th¢circumfe－

rence　of　the　ore　body．

　　　　　　要　　　旨
昭和24年夏と25年夏との2力年にわたつて山形県

西吾妻鉱山の電気探鉱調査を実施した。．

　まず，硫黄鉱床に対する電気探鉱の資料を5．るために

既知鉱床において調査を行つた。づいで新鉱床を探査す，

るために3つの区域においで調査を右った。

’この結果，いずれの区域も，高比抵抗地幣が自然電位
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の負異常を示している。この負異常地区に実施された試

、錐の結果および既知鉱床での電気探鉱の結果を考察する

と鉱床自身よりもその周辺の高比抵抗を示す変質帯ある

いは特殊な安山岩に負異常を生じるように考えられるの，

で，この特殊な岩帯と硫黄鉱床との関係について今後研

究する必要があると考えられる。

　　　　　　1．緒　　　言
　昭和！4年8月，25年6月と2ヵ年に豆つて山形県西．

吾妻鉱山において電気探鉱調査を行つた。

　本調査は筆者等のほかに小谷良隆が担当した。また本

調査と併行して本所深沢・鶴岡爾按官により試錐が行わ

れた。

　最後に本調査k際して種々便宜を与えられた山形鉱業

株式会激および同批西吾妻鉱業所の各位に．対し深く謝意

を表する次第である。

　　2．位置および交通　（第1図位置図参照）

　当鉱山は山形県南置賜郡南原村にあつて，米沢市の南

方約16kmの地点にある。奥劒本線米沢駅から高湯温

泉まで乗合自動車の便があり，高湯からさらに鉱山專用

道路を約1時間登ると採鉱事務肝に着く。

本鉱山と奥鴉本線関根駅との聞には約10kmの索道が

あつて鉱石および精鉱を搬出している。

　　3．地形，地質および鉱床　（第1図参照）

　当鉱山は附近の最高峯西吾妻山（海抜2．024m）の北

斜面に源を発している松川の上流に位置して海挨約1，3

00mの高位にある。探鉱現場に通じている延長1k　mの

気

4

k ＼

、☆菰撚搾乾、

　　　　　　　鷺紺

　　　　　　　、搬爺

　　　　　　　　第1図・西著・妻鉱
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2ε年度皿糾訊飢昆轟　　　9

一一㎎山地形および電氣探鉱測線図

蓮搬坑道（大沢坑）の坑口附近は李坦な熔岩台地を形成

していて採鉱事務所および選鉱所，精煉所がある。との

台地から南方にはゆるやかな尾根が続いて高湯からの登

山路となつている・

　本鉱山の鉱兎については本調査に先立つて昭和24年

7月には本所木村技官によσ，8月には早稻田大学早瀬

喜太郎氏によつて詳細な坑内調査がなされているが，坑

外の詳細な地質に関しては，地形急峻で・かつ岩石の露

出が悪いため．行われていない。

本鉱山附近の地質的基盛は花巌岩より成り鉱床は花嵐

岩を覆つて噴出しだ数枚の安山岩質熔貴とその間に挾在

する火成砕屑岩より成る累暦中に胚胎する鉱染硫黄鉱床

である。鉱床の母岩は熱水溶液や鉱化ガスの作用を受け

て漂白化している。硫化鉄の含有量は比較的少量である。

　現在既知の鉱床は松川の上流である・明道沢に懸る滝

とこの尾根との聞に発連し，最上坑によつて探掘してい

〆
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第2図　西脅妻鉱山・自然電位，銘抵抗分布図
・る北鉱床，大沢坑によつて採掘している西鉱床と，かつて

本坑，二号坑，三号坑，四号坑等によつて探掘された東鉱

　床が偏李な塊欺になつて東西に輩んでいる。明道沢の滝

　の上流には西鉱床区域の支流に見られるよ5な黄白色の

変質した露頭があり’，樹木の枯れる徴候のある東方の尾

根と明道沢との聞には未知の鉱床が期待されている／。ま

　た井戸ケ沢にも1，2ヵ所漂白変質を受けた露頭がある。

　　　　　　4．仰電気探鉱
　1．調査区域および目的（第1図参照）

　（i）　既知鉱床区域、

　まず既知鉱床について当鉱山の硫黄鉱床に対ずる電気

探鉱の資料を5るために家の区械で調査を行つた。

（a）地表下約20～30mにかつて東鉱床を採掘した3

　号坑の存在する地表地区すなわち3号坑上区域。

（b）硫黄鉱床を通過する3号坑坑内。

’（c）　大沢坑坑内の試錐孔における電気検暦。

（ii）未知鉱床区域・

（a）　明道沢区域

　（b〉　　井戸沢区域

　以上2区域においては尊れらの沢に漂白変質を受け

　た岩石の露頭が存在するの覧予想ざむる新鉱床の潜

　在を雅i定する資料を5るため調査を行つた。

　またこれらの区域の負中心に降された試錐孔ID1つに
　　ぺ電気橡暦を行つた。
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（c）地藏倉区域

この区域にも硫黄鉱床の潜在が予想されるので同様な

同的で行つた。

2．調査方法
調査に当つては商工省型の電気探鉱器を使用した。ま

た試錐孔中の電気検暦には銅一硫酸銅電極を用いて測定

した。

（i）既蜘鉱床区域

（a）　3号坑上区域ほ既知鉱床上に3本の測線を20m

間隔に李行に設けて自然電位法および比抵抗を行つた。

（b）3号坑坑内においては坑道壁に澹つて2m毎に

測点を設け目然電位法にて測定した。

（c）　大沢坑坑内の試錐孔中における電気検暦は自然

電位法と比抵抗法を行った。

（ii）未知鉱床区域

（a）　明道沢区域は第1図の如く北側より「A．B．C…

M．N．」の各測線を20m聞隔に東西方向に≧り各測線上

には10m聞隔に測点を設け自然電位法，比抵抗法を用

いて調査を行つた・比抵抗法は電極間隔20m．40m．60m．

80m．の内，必要に応じて3通りを用いた。また負異常

中心に降した“号試錐孔中の電気検暦（自然電位法）に

際しては固定点を試錐孔口に設置して移動極を試錐孔中

に降し印cm毎に測定した。、

（b）　井戸沢区域は第1図の如く北側よりA．B，C…H．
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第3図　　西吾妻天羅坑内試錐孔における比抵抗煎然電位・硫黄百分牽勤照園、

　1．J，」と各測線を2Pm間隔に東西方向にとり各測線上

　に10m聾聞隔に測点を設け，自然電位法および比抵抗法

　を行つた。比抵抗法は電極聞隔20m。4Qm，80m，の3通

　りとした。

　（c）　地藏倉区域は第1図の如く北側より「イ，・…

　ヨ，タ，レ」の各測線を各20m間隔に東西方向にと、り

　測点は同様犀10m聞隔に設け自然電位稼および比抵抗

　法を用いて調査を行つた。

　3，調査結果
－　（i）　既知鉱床地区

　（a）　3号坑地上区域は第2図の如く大略鉱床の分布

　区域と思われる地上にお丸・て自然電位の負異常約一200

　mvが表われ，比抵抗も『200～300kΩ一Cmの高比抵抗が

　表われている。

　（b）3号坑坑内の測定詰果（図面置略）は硫黄鉱床、

・を横切る坑道内においてはほとんど負異常はみられなか

　つたが，その鉱体周辺の変質幣または特殊な母岩を横切

　る坑道内に入ると急激に約一300mVの負異常が表われ

　ること：がわ力斗つた。

　（c）　大沢坑坑内の3本の試錐孔を利用した電気検暦

　の結果は第3図の如くで，自然電位は硫化鉄を含む以

　外の箇所はほとんど変化がなく（硫黄の分布に何等関係

　を示さなかつた。）比抵抗法は大体硫黄の分布箇所に大

　略抵抗が高く出ているよ5であるが，完全には一致して

　いないo

・（ii）未知錺床区域

　（a）　明道沢区域は第2図の如く山の斜面に一250～

一300mVの自然電位の負異常が表われ，か1つ比抵抗法

においてもその区域と大略一致した区域に高比抵抗の分

布が表われている。

　この負異常の中心に対して実施された試錐の結果では

浅い部分（約4～5m）に漂白変質を受けた軟い岩石が極

く薄くあつて，それより下部は変質した安山岩が約80

mの深度迄続いている。その聞硫化鉄が60m位の所に1

極く薄くある程度で，硫黄の存在は認められなかつた。

この試錐孔に対して行つた自然電倖法による電気検暦の

結果は第4図の娼くで深くなるに從つて徐々に電位が高

くなり，25mの下は孔口の電位に比して230mV電位が

高くなつ～』’る・25mより榔は40mまであまり大ぎ

い電位変化は認められない。　　　　　　　　“

　（b）井戸ケ沢区域は第2図の如く地形の高い部分程

一般に自然電位の負異常が大きく表われている。特に西

側端の地形が急峻になつている所は負異常参大きく、一

250mVを示している・

　　　　　　　　　　　　　サ　比抵抗法は機械の都合上全区域にわたpて行えなかつ

たが大体にこの区域の南側が高比抵抗になつているよ5

である。』

　　　　　へ
　この区域の負異常地区に数本の試錐を行つた結果，・ い

ずれも硫黄の存在は認められず，、変質を受けた安山岩が

大部分をしめ，凝友岩，または硫化鉄（5％程度）が深
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度45m前後に極く薄く認められた。

　（c）　地藏倉区域は第5図の如く多少の差はあるが全
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第4図西苔妻鑛山一号試錐孔内自然電位曲線図

般的にわたつて一180mV内外の異常が認められ，中央

部では多少負異常が大きく200～220mVを示し，かつそ隔

の分布は非常に不規則である。

　比抵抗法でも第5図の如ぐ自然電位の負異常地区に不

規則に高比抵抗地帯が認められ，かつ負異常の大きい区

域程比抵抗も大きいよ5である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
　4．調査結果に対する考察

（i）　既知鉱床区域に対する考察（第2．3．図参照）

　上述の既知鉱床区域の結果より自然電位の負異常は硫

黄鉱体自身よりもむしろその周辺の母岩の変質幣あるい1、

は特殊な母岩によつて表われているよ5である。ただ硫

黄鉱体の中でも硫化鉱の含まれている箇所は負異常が表

われることがわかる。比抵抗の方は硫黄の存在箇所は一

応比抵抗が高くなつているが，必ずしも一致していない

箇所もあるので硫黄鉱床が高比抵抗に表われるとは断言

でき・ない。

　3号坑地上区辣で負異鴬が表われているのは硫黄鉱床

の上部または周辺の変質帯または特殊な母岩がその原因

のよ5に二考えられる。

（ii）未知鉱床区域に対する考察

　（a）　明道沢区域（第2，4図参照）はこの区域の負異

常の中心に実施した試錐の結果と試錐孔内の電気検暦の

結果より負異常の原因は硫黄に起因しているものではな

く，一種の変質帯または特殊な安山岩によるものではな

いかと考えられ，高比抵抗を示したのもこれら岩幣によ

るものと考えられる。

　（b）井戸沢区域（第2図参照）もこの区域の負異常．

地幣に実施した試錐の結果から負巽常の原因は試錐結果

の大部分をしめている変質した安山岩によつて表われる

ものと考えら才しる。

　（c）地藏倉区域（第5図参照）はその側面が断挙に

なつていて新鮮な安山岩質熔岩が最上部に厚さ約10～

15m横たわつているのが見られる。　この下部は見えな

いが井戸沢区域から考えて恐らく変質した安山岩がある

ものとi推察される。これより考えると，この区域の負異

常または高比抵抗はやはり特殊な安山岩または安山岩の

変質地帯に関係があるものと考えられる。

　　　　　　　　5．結　　1　論

　上述の如く自然電位の負異常は鉱体周辺の変質帯また

はある特殊な安山岩の分布区域に表われるよ5で，かつ

この区域が比抵抗も高いよ5．である。このよづに硫黄鉱

体自身による負異鴬および比抵抗異常はあまり期待でき

ないが，その周辺の特殊な岩帯の分布が電気的に推定さ

れるのでとの特蘇な岩幣と硫黄鉱床との関係について今

後研究する必要があると考えられる・
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